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一
度
で
も
上
海
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
な

ら
ば
、
外
灘
の
景
色
を
見
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

う
。
黄
浦
江
を
は
さ
ん
で
、
浦
東
側
に
は
東
方

明
珠
塔
や
上
海
ヒ
ル
ズ
を
は
じ
め
と
し
た
現
代

的
な
超
高
層
ビ
ル
群
が
そ
び
え
、
外
灘
側
に
は

和
平
飯
店
や
上
海
海
関
な
ど
重
厚
な
歴
史
的
建

造
物
が
立
ち
並
ぶ
。
歴
史
と
現
代
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
一
度
に
体
験
で
き
る
場
所
が
外
灘
で
あ

り
、
こ
れ
が
上
海
の
魅
力
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
建
築
・
都
市
計
画
の
指

導
的
立
場
に
あ
る
ド
ロ
レ
ス
・
ハ
イ
デ
ン
は
、

都
市
の
魅
力
は
そ
の
土
地
に
積
み
重
ね
ら
れ
た

「
場
所
の
力
」（pow
er･of･place

）
に
あ
る
と
述

べ
た
。
場
所
の
力
と
は
、
都
市
の
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
（
景
観
）
に
秘
め
ら
れ
た
社
会
的
な
記

憶
で
あ
り
、
そ
れ
は
た
と
え
ば
民
族
の
歴
史
、

労
働
者
の
歴
史
、
女
性
の
歴
史
な
ど
、
そ
の
時

代
に
そ
の
土
地
を
生
き
た
人
々
の
多
様
な
歴
史

で
あ
る
。
政
治
史
や
経
済
史
の
み
な
ら
ず
、
重

層
的
に
折
り
重
な
る
人
々
の
歴
史
を
掘
り
起
こ

し
て
、
都
市
が
作
ら
れ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か

に
し
、
同
時
に
忘
れ
去
ら
れ
た
場
所
を
可
視
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
都
市
へ
の
理
解
は

一
層
深
ま
る
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
ね
ら
い
は
、
現
在
ア
ジ
ア
有
数
の
国

際
都
市
と
し
て
発
展
し
続
け
て
い
る
上
海
が
、

一
〇
〇
年
の
あ
い
だ
に
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ

て
い
っ
た
の
か
を
、
上
海
を
生
き
て
き
た
生
活

者
の
目
線
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
書
は
平
易
な
言
葉
で
記
述
さ
れ
、
ま
た
貴
重

な
写
真
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
上
海
研

究
や
歴
史
学
の
専
門
以
外
の
人
々
に
も
十
分
に

開
か
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
書
の
学
術
的
意
義
は
高
い
。
上
海
史
を
政

治
・
経
済
・
文
化
的
側
面
か
ら
描
い
た
先
行
研
究

で
は
、
高
橋
孝
助
・
古
厩
忠
夫
編
『
上
海
史
―

―
巨
大
都
市
の
形
成
と
人
々
の
営
み
』（
東
方
書

店
、
一
九
九
五
）
が
嚆
矢
で
あ
る
。
同
書
は
租

界
の
歴
史
を
中
心
と
し
て
、
政
治
・
経
済
・
文
化

史
に
目
を
配
り
な
が
ら
一
〇
〇
年
の
歴
史
を
概

観
し
て
お
り
、
上
海
の
歴
史
に
興
味
を
持
つ
も

の
に
と
っ
て
重
要
か
つ
必
読
文
献
と
し
て
重
宝

さ
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
か

一
九
四
五
年
以
降
の
記
述
が
少
な
く
、
具
体
的

な
生
活
者
の
営
み
に
は
あ
ま
り
力
点
が
置
か
れ

て
い
な
い
。

　

そ
れ
に
対
し
て
本
書
は
、
上
海
一
〇
〇
年

の
歴
史
を
六
つ
の
時
代
に
わ
け
て
章
が
構
成

さ
れ
、
各
章
は
、
①
政
治
・
経
済
に
焦
点
を
当

生
活
者
か
ら
見
た
上
海
一
〇
〇
年
の
歴
史

佐
藤
　
量

岩
間
一
弘
・
金
野
純
・

朱
珉
・
髙
綱
博
文
編
著

上
海　

都
市
生
活
の
現
代
史
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て
た
概
説
、
②
そ
の
時
代
を
象
徴
す
る
人
々
か

ら
見
た
都
市
生
活
、
③
上
海
と
日
本
の
関
係
、

と
い
う
テ
ー
マ
設
定
で
記
述
さ
れ
て
い
る
点
が

特
徴
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
各
時
代
の
生
活

状
況
を
伝
え
る
た
め
に
多
く
の
写
真
が
用
い
ら

れ
、
執
筆
者
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基

づ
い
た
記
述
や
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
な
ど
も
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
過
去
に
例
の
な
い
網
羅
的

な
上
海
史
概
説
書
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
各
章
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

Ⅰ
章
「
上
海
モ
ダ
ン
と
民
衆
生
活
（
一
九
一
二
～

三
七
年
）
」
の
時
代
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ

カ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
か
ら
多
様
な
文
化
が
流
入

し
て
、
文
化
的
に
も
繁
栄
し
た
時
期
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
企
業
家
や
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
、
知

識
人
が
闊
歩
し
た
表
社
会
と
、苦
力
や
労
働
者
、

青
幇（
秘
密
結
社
）
が
暗
躍
し
た
裏
社
会
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
、
混
沌
と
し
た
表
裏
一
体
の
上

海
が
描
か
れ
る
。
ま
た
近
年
増
加
し
て
い
る
こ

の
時
代
の
文
化
史
研
究
も
豊
富
に
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
先
行
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー
と
し
て

も
非
常
に
役
に
立
つ
。

　

Ⅱ
章
「
戦
時
・
戦
後
の
都
市
生
活
（
一
九
三
七

～
一
九
四
九
年
）」
は
、
日
中
戦
争
の
時
代
で
あ

る
。
日
中
戦
争
と
上
海
が
ど
の
よ
う
に
か
か

わ
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
そ
の
中
か
ら
生
ま
れ

た
「
抗
日
」
や
「
愛
国
」、「
対
日
協
力
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
や
価
値
観
が
、
上
海
人
に
ど

の
よ
う
に
影
響
し
た
の
か
が
描
か
れ
る
。
ま
た

上
海
か
ら
の
日
本
人
の
引
揚
げ
に
つ
い
て
も
言

及
さ
れ
て
お
り
、
日
本
に
帰
っ
た
人
と
上
海
に

留
ま
っ
た
人
の
人
間
模
様
も
描
か
れ
て
い
る
の

は
興
味
深
い
。

　

Ⅲ
章
「
中
国
革
命
の
夢
と
現
実
（
一
九
四
九
～

六
六
年
）
」
は
、
建
国
の
時
代
に
ス
ポ
ッ
ト
が

あ
て
ら
れ
る
。
共
産
党
政
権
に
よ
る
新
国
家
建

設
と
体
制
転
換
の
な
か
で
、
上
海
の
社
会
や
文

化
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。
労
働
者
の

生
活
全
般
に
わ
た
る
互
助
組
織
「
単
位
」
が
組

織
さ
れ
、
苦
力
、
廃
品
回
収
業
者
、
洗
濯
人
、

掃
除
人
な
ど
都
市
下
層
民
の
生
活
が
充
実
し
は
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じ
め
る
一
方
で
、
知
識
分
子
と
呼
ば
れ
た
高
学

歴
の
青
年
や
地
主
、
富
農
な
ど
を
め
ぐ
る
階
級

闘
争
が
激
化
し
て
い
く
時
代
を
描
く
。

　

Ⅳ
章
「
文
化
大
革
命
の
混
乱
（
一
九
六
六
～
七

八
年
）
」
は
、
文
化
大
革
命
の
時
代
で
あ
る
。

反
右
派
闘
争
、
大
躍
進
か
ら
続
く
階
級
闘
争
は

激
し
さ
を
増
し
、
学
生
組
織
や
革
命
造
反
派
で

構
成
さ
れ
る
紅
衛
兵
は
革
命
の
急
先
鋒
と
し
て

運
動
を
展
開
す
る
。
商
工
業
が
盛
ん
な
上
海
で

は
、
労
働
者
た
ち
に
よ
っ
て
生
産
部
署
が
放
棄

さ
れ
、
生
産
活
動
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
。
鉄
道
、

道
路
、
港
湾
も
停
滞
し
、
上
海
市
委
員
会
も
造

反
派
に
よ
っ
て
奪
取
さ
れ
る
。
都
市
機
能
が
麻

痺
し
て
文
字
通
り
生
活
が
停
滞
し
て
し
ま
う
上

海
の
リ
ア
ル
な
危
機
的
状
況
が
記
述
さ
れ
る
。

　

Ⅴ
章
「﹁
改
革
﹂
と
﹁
開
放
﹂
の
胎
動
（
一
九

七
八
年
～
九
二
年
）」
の
時
代
は
、
文
化
大
革
命

が
終
わ
っ
て
改
革
開
放
路
線
へ
大
き
く
体
制
は

転
換
し
た
も
の
の
、
上
海
の
都
市
生
活
は
す
っ

か
り
停
滞
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
上
海
の
製
造

業
は
国
営
企
業
が
多
か
っ
た
た
め
、
国
家
の
政

策
転
換
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

「
改
革
」
と
「
開
放
」
の
は
ざ
ま
の
時
代
に
お

い
て
、下
放
青
年
の
名
誉
回
復
、雇
用
や
教
育
、

住
宅
問
題
な
ど
が
山
積
し
た
閉
塞
感
漂
う
一
九

八
〇
年
代
の
上
海
を
描
く
。

　

Ⅵ
章
「
高
度
成
長
期
の
都
市
生
活
（
一
九
九

二
～
二
〇
一
〇
年
）」
は
、
最
近
二
〇
年
の
出
来

事
で
あ
る
。
社
会
主
義
的
市
場
経
済
の
導
入
と

国
営
企
業
の
改
革
に
よ
っ
て
急
成
長
を
遂
げ
た

上
海
で
は
、
中
間
層
が
増
加
し
て
大
衆
消
費
が

延
び
て
い
っ
た
。
一
方
で
富
裕
層
と
低
所
得
者

層
の
格
差
が
急
速
に
拡
大
し
て
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
歴
社
会
と
教
育
、

出
稼
ぎ
労
働
者
と
医
療
、
高
齢
者
と
介
護
、
若

者
の
結
婚
事
情
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も

な
う
世
界
共
通
の
悩
み
も
抱
え
は
じ
め
て
い

る
。
早
す
ぎ
る
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
う
ま
く
対

応
で
き
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
現
状
を
記
述

す
る
。

　

Ⅶ
章
「
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら
見
る
上
海

と
日
本
」
で
は
、
上
海
と
日
本
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
記
述
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
物
語

が
紹
介
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
一
九
六
八
年
「
訪

中
学
生
友
好
参
観
団
」
に
参
加
し
た
日
本
人
か

ら
み
た
上
海
お
よ
び
中
国
人
と
の
交
流
、
も
う

一
つ
は
、
執
筆
者
の
一
人
で
あ
る
朱
珉
氏
と
そ

の
家
族
か
ら
み
た
日
本
お
よ
び
日
本
人
と
の
交

流
の
歴
史
で
あ
る
。
日
本
人
か
ら
見
た
中
国
、

中
国
人
か
ら
見
た
日
本
と
い
う
二
つ
の
ラ
イ
フ

ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら
、
両
者
の
視
点
が
交
差
す
る

上
海
の
地
政
学
的
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
苦
力
、
対
日
協
力
者
、
知

識
青
年
、
紅
衛
兵
、
都
市
中
間
層
、
農
民
工
、

高
齢
者
、
若
者
な
ど
、
本
書
に
よ
っ
て
浮
き
彫

り
に
さ
れ
た
の
は
、
め
ま
ぐ
る
し
い
体
制
転
換

の
な
か
で
辛
い
生
活
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
も
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
人
々
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
人
々
の
存
在
は
時
間
と
と

も
に
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
で
も
注
意

深
く
都
市
を
見
つ
め
る
と
、
彼
ら
の
痕
跡
は

し
っ
か
り
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
本
書
は
教
え

て
く
れ
る
。
三
四
五
―
七
頁
の
地
図
は
、
都
市

に
刻
ま
れ
た
そ
う
し
た
人
々
の
記
憶
を
示
し
て

い
る
。

　

最
後
に
、
本
書
の
な
か
で
評
者
が
疑
問
に

思
っ
た
点
、
気
に
な
っ
た
点
に
つ
い
て
述
べ
た

い
。
一
つ
目
は
、
本
書
は
上
海
の
文
化
・
社
会

を
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
者
の
視
点
か
ら
描
か
れ
て
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だ
開
発
が
進
ん
で
い
な
い
エ
リ
ア
で
、
地
下
鉄

9
号
線「
小
南
門
」駅
周
辺
の
住
宅
地
で
あ
る
。

南
市
は
評
者
も
好
き
な
場
所
の
ひ
と
つ
で
上
海

に
行
く
た
び
に
訪
れ
て
い
る
が
、
本
書
で
は
、

迷
路
の
よ
う
に
入
り
組
ん
だ
南
市
で
展
開
す
る

旧
来
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
活
き
活
き
と
描
写
さ

れ
て
い
る
。
い
ま
だ
に
桶
や
盥
を
使
用
す
る
ト

イ
レ
事
情
や
、
雑
貨
屋
や
飲
食
店
が
猥
雑
に
立

ち
並
ぶ
景
観
描
写
か
ら
は
、
独
特
な
生
活
臭
が

漂
っ
て
く
る
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
人
々
の
活

気
あ
る
生
活
風
景
は
、
中
国
の
魅
力
の
一
つ
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、
南
市
も
再
開
発
の
波
に
さ
ら

さ
れ
て
お
り
、
近
い
将
来
に
は
高
層
ビ
ル
街
に

変
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

同
時
に
南
市
は
、「
農
政
全
書
」
な
ど
を
著

し
た
明
末
の
学
者
・
徐
光
啓
の
出
生
地
で
あ
り
、

豫
園
や
文
廟
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

古
く
か
ら
教
育
・
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
徐
光
啓
の
影
響
も
あ
り
、
南
市
は
上

海
で
最
も
早
い
時
期
に
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
教
会

が
設
置
さ
れ
た
、
宗
教
的
な
場
所
で
も
あ
る
の

だ
。
そ
の
面
影
は
今
で
も
各
所
に
残
っ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
一
八
六
〇
年
米
国
長
老
会
が

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
者
と
密
接
に
関

係
す
る
は
ず
の
「
教
育
」
や
「
宗
教
」
と
い
う

ト
ピ
ッ
ク
が
不
足
な
い
し
は
欠
落
し
て
い
る
点

で
あ
る
。

　

上
海
に
は
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
帝
国
側

が
設
立
し
た
学
校
も
多
く
、
寺
社
仏
閣
も
多
数

建
立
さ
れ
て
い
た
。
外
国
と
の
つ
な
が
り
が
強

か
っ
た
上
海
に
お
い
て
、
外
国
か
ら
も
た
ら
さ

れ
た
近
代
教
育
や
宗
教
は
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
生
活
者
の
側
か
ら
上
海
史

を
概
観
す
る
本
書
な
ら
ば
、
帝
国
側
の
学
校
や

宗
教
と
か
か
わ
っ
た
中
国
人
を
め
ぐ
る
研
究
も

射
程
に
入
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
書
の
持
つ
魅

力
的
な
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
面

白
い
議
論
が
期
待
で
き
る
た
め
、
教
育
や
宗
教

が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
い

さ
さ
か
残
念
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
本
書
で
魅
力
的
な
景
観
と
し
て

描
か
れ
た
「
南
市
」（
Ⅴ
章
、一
九
一
―
一
九
四
頁
）

は
、
オ
ー
ル
ド
上
海
の
生
活
が
い
ま
だ
に
実
践

さ
れ
て
い
る
場
所
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
上
海

の
教
育
史
・
宗
教
史
に
お
い
て
も
重
要
な
場
所

で
あ
っ
た
。
南
市
と
は
、
上
海
の
旧
市
街
で
ま

『
人
民
中
国
』
は
中
国
で
編
集
・
発
行
さ
れ
る
日
本

語
雑
誌
で
す
。
政
治
、
社
会
、
考
古
、
歴
史
、
美
術

な
ど
幅
広
い
分
野
の
情
報
を
満
載
。
見
本
誌
贈
呈
。

☎
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３
（
３
９
３
７
）
０
３
０
０
（
東
方
書
店
）

二
〇
一
〇
年
一
月
号
よ
り
『
人
民
中
国
』
デ
ジ
タ
ル

版
をFujisan.co.jp

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
サ
ン

プ
ル
版
の
試
し
読
み
（
無
料
）
も
で
き
ま
す
。

　

http://w
w

w
.fujisan.co.jp/m

agazine/1385

　中国発行の日本語月刊総合誌　

       People's China 9月号
人民中国雑誌社　定価 400 円（税込）

［年間購読料 4800 円（税込）］

【
特
集
】
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
の
架
け

橋
と
な
る
新
疆
◆

２
０
１
４
青
島
世
界

園
芸
博
覧
会
◆
魅
力

的
な
茶
の
海　

芳
醇

な
茶
の
葉
―
―
貴
州

湄
潭
県
の
お
茶
の
故

郷
を
訪
ね
て
【
連

載
】
世
界
遺
産
め
ぐ

り･

地
球
に
よ
る
大

傑
作　

丹
霞
の
美
、
江
郎
山
◆
中
国
共
産
党
は

な
ぜ
で
き
る
の
か
？･

⑧
八
千
万
人
党
員
を
ど

う
管
理（
一
）
◆
中
国
―
―
日
本･

友
好
の
絆
⑧

ち
ば
◆
科
学
的
発
展
観
と
そ
の
成
果
（
中
）
民

生
改
善
に
も
絶
え
ず
努
力
◆@

China

わ
た
し

と
中
国　

蘇
州
で
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
◆
ぶ
ら

り
旅　

大
自
然
と
共
生
す
る
ト
ン
族
の
村
ほ
か
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創
設
し
た
清
心
中
学
堂
は
現
在
の
南
市
中
学
と

し
て
、
ま
た
、
一
八
六
一
年
清
心
中
学
の
付
属

と
し
て
設
立
さ
れ
た
清
心
女
塾
は
、
現
在
の
第

八
中
学
と
し
て
往
時
の
姿
を
留
め
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
南
市
は
、
旧
来
の
中
国
の
生
活
ス
タ

イ
ル
と
、
西
欧
由
来
の
教
育
・
宗
教
文
化
が
重

層
的
に
折
り
重
な
っ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、「
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

に
関
す
る
記
述
で
あ
る
（
Ⅵ
章
、
二
二
五
―
二

二
八
頁
）。
本
書
で
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

外
灘
、
新
天
地
、
田
子
坊
、
Ｍ
50
、
１
９
３
３

老
場
坊
な
ど
は
、
上
海
を
代
表
す
る
観
光
地
で

あ
り
、
租
界
時
代
の
建
物
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

さ
れ
た
エ
リ
ア
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
な
ど
に
よ

る
コ
ロ
ニ
ア
ル
建
築
は
、
観
光
資
源
と
し
て
再

利
用
さ
れ
連
日
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
る
も
の
の
、
現
代
上
海

に
お
け
る
歴
史
的
景
観
の
形
成
と
表
象
を
め
ぐ

る
問
題
系
か
ら
掘
り
下
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
。
戦
前
か
ら
引
き
継
い
だ
こ
れ
ら
の
建
物
群

は
、
帝
国
列
強
に
よ
る
占
領
の
歴
史
を
物
語
る

よ
り
も
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
歴
史
的
な
記
憶
は

脱
色
さ
れ
、
モ
ダ
ン
で
レ
ト
ロ
な
イ
メ
ー
ジ
が

表
象
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
こ
う
し
た
再
開

発
は
産
官
学
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
い

る
。
現
在
の
上
海
で
は
、
歴
史
と
経
済
と
政
治

が
一
体
と
な
っ
て
新
し
い
歴
史
的
価
値
が
生
み

出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
動
き
は
上
海
以
外
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
の
大
陸
進
出
の

拠
点
で
あ
っ
た
大
連
に
は
、
権
力
の
中
枢
た
る

満
鉄
本
社
や
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
が
あ
っ
た
が
、
こ

れ
ら
は
今
で
も
鉄
道
会
社
本
社
や
ホ
テ
ル
と
し

て
利
用
さ
れ
、観
光
客
の
耳
目
を
集
め
て
い
る
。

そ
し
て
上
海
と
同
様
に
占
領
の
記
憶
よ
り
も
、

モ
ダ
ン
な
都
市
・
大
連
を
象
徴
す
る
観
光
資
源

と
し
て
表
象
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
上
海
や
大

連
の
事
例
か
ら
、
だ
れ
が
ど
の
よ
う
に
建
物
を

価
値
づ
け
、
都
市
の
歴
史
を
継
承
・
創
造
し
て

い
く
の
か
、
そ
の
過
程
で
は
ど
の
よ
う
な
出
来

事
が
起
き
て
い
る
の
か
と
い
う
問
い
を
想
起
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
書
を
通
し
て
上
海
の

重
層
的
な
歴
史
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

し
、
そ
こ
に
生
き
た
人
々
の
息
吹
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
。
本
書
は
、
歴
史
と
現
代
が
交
錯

す
る
上
海
の
魅
力
を
十
分
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
一
冊
で
あ
る
。

（
さ
と
う
・
り
ょ
う　

立
命
館
大
学
）

モ
ン
ゴ
ル
～
シ
ベ
リ
ア
を
歩
く

　
　
　
　
　

―
―
鳥
居
・
江
上
の
大
陸
探
検

　

日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
外
交
関
係
樹
立
四
〇
周

年
を
記
念
企
画
。
一
九
世
紀
末
か
ら
大
陸
調

査
に
携
わ
っ
た
鳥
居
龍
蔵
、
一
九
三
〇
年
代

か
ら
の
江
上
波
夫
の
調
査
を
中
心
に
、
そ
の

収
集
資
料
や
調
査
時
の
写
真
等
を
通
し
て
、

騎
馬
遊
牧
民
と
狩
猟
民
が
活
躍
し
た
地
域
の

諸
文
化
と
、
そ
こ
に
向
け
ら
れ
た
日
本
人
の

ま
な
ざ
し
を
見
る
。
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横
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